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導入のポイント

過酷な温度・湿度の変化、
衝撃に耐える堅牢性。

大容量の画像処理にも強い
グラフィック性能。

パソコンとの接続もスムーズな
拡張性。

TOUGHPADの堅牢性と、高いグラフィック性能だからこそ実現。
「運転台の車載モニター」で、安全を次のステージへ。

[ 交通関連設備保守・システム開発 ]東急テクノシステム株式会社 様

頑丈7型タブレット
TOUGHPAD FZ-M1

導入の背景

「異常の様子が見えない」運転士の潜在的な不安を解消すべく、
運転台の過酷な環境下でも動作可能なモニター端末を検討。
今回、東急テクノシステム様が注目された「踏切異常」は、1年に数回程度しか発生しないものの、列車停止から運転再開までに、運転士の方に大き
な負担がかかっていたそうです。主な原因となっていたのが、「運転台から踏切周辺の状況が見えない」こと。従来であれば、運転士が現場の状況を
確認するためには、運転車両を出て踏切へ向かうか、踏切監視カメラの映像を離れた場所でチェックしている運輸司令所から無線連絡を受ける…と
いう２つの方法しかなかったそうです。「運転台を離れること自体もリスクがありますし、現場へ向かう間にお客様を待たせてしまいます。
一方、無線の場合は口頭での連絡となるため目視より現状把握が難しく、また司令所から運転再開の指示が出ても、運転士には“発車して大丈夫な
のか”という不安がどうしてもつきまといます。踏切異常は運転士にとって潜在的な不安要因でした」。
その運転士の方の不安を解消するため、以前から、タブレット端末を運転台に設置し車載モニターとして活用することを構想。しかし、条件を満たすタブ
レット端末を探すのに苦労されたといいます。「設置場所となる運転台は、夏は直射日光で高温となり、冬は氷点下まで温度が下がることもあります。も
ちろん走行中の揺れも精密機器には良くありません。その過酷な環境に耐え、その上、画像処理を行うグラフィックボードも充分なスペックを備えている
端末は、TOUGHPAD以外にありませんでした。また運転士が使用するので、手袋をしたままで操作できることもポイントでした」。

東急テクノシステム様は、東急グループ企業の一員として、東急
電鉄を中心とした電車やバスなどの車両や建物の保守、また列
車の運行を支援する様々なシステム開発を主な事業とされていま
す。近年では東急電鉄の各駅でホームドアの設置に取り組まれる
など、常により高い「安全・安心」の実現に貢献されている同社
が、今回新たに踏切での異常に備える「踏切映像伝送システム」
を開発されるにあたり、TOUGHPAD 7型 FZ-M1をご採用いた
だきました。このシステムは踏切で異常が感知された際、踏切監
視カメラの映像を運転台に設置したTOUGHPADへ自動的に送
信するもの。列車停止後、運転士が運転台を離れずに踏切の状
況を確認することが可能であり、画期的な安全対策として業界の
注目を集めています。
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運転台後方に取り付けたTOUGHPADの様子。
通常運行時は「エリア外」表示。

踏切で異常が発生した際、踏切監視カメラの映
像をTOUGHPADで受信（画像は実際の踏切
監視カメラの映像です）。



導入のメリット

TOUGHPADを活用したこれからの展望

ＷＥＢサイト公開中

スマートフォン
からでも閲覧可能

安定して映像を表示できる
グラフィック性能。

導入メリット1

有線モニターに比べ
低コスト・簡単設置。

導入メリット2

PC並みのデータ処理による
拡張性。

導入メリット3

※掲載内容は取材当時（2015年12月）のものです。

「踏切映像伝送システム」の実用化に向け、東
急テクノシステム様では、運行時間外に動作実
験を行い、TOUGHPADがモニター端末として
充分に活躍できることを確認されました。
「TOUGHPADには専用のアプリケーションをイ
ンストールし、最大4台分の踏切監視カメラの映
像を同時に表示できるよう設定しています。映像
データのサイズは画面サイズ640×480ピクセ
ル、秒間30フレーム程度と決して軽くはありませ
んが、期待通り表示はスムーズです。1画面だけ
を拡大して見る画面切り替え機能も問題なく動
作しました。日光の反射などで見づらいという声
も今のところありませんし、モニターとしてしっかり
と機能することが確認できました」。
このような結果を受け、東急テクノシステム様で
は2015年10月から東急池上線の蒲田駅～五
反田駅間を走る車両にTOUGHPADを実装し、
運行中の実証実験を行われています。実験区
間に選ばれた蒲田～五反田駅間は東急電鉄
沿線の中でも最も電波状況が悪いと考えられる
エリアですが、走行中の列車内に設置した
TOUGHPADで映像を受信できることも確認。
今後、東急電鉄の各路線で踏切映像伝送シス
テムを実用化することはもちろん、他の鉄道各
社への導入を目指されています。「いま日本の鉄
道業界には、2020年に向けてさらに安全・安定
性を高めることが求められています。しかしその一
方で、少子化などの影響により乗務員の人員増
が難しい状況にあり、運転士のみで運行するワ
ンマン運行も今後は増えていくでしょう。

その中で、運転台を離れずに状況確認ができる
このシステムは、いかに効率良く安全・安定性
を高めるかという業界の課題に対して、有効な
解決策になると考えています。またお客様へ状
況を説明するまでのタイムラグも少なくできます
から、サービス面での質の向上も図ることが可
能です」。
また実用化に向けたメリットとして、コストが他の
安全対策と比べて安価で簡単に取り付けられ
ることを挙げられました。「有線モニターを設置
する場合、配線などを新たに整備する必要があ
り、費用が高くなるだけでなく車両の構造上難
しいケースも考えられます。TOUGHPADは低
コストかつ簡易に取り付けられるので、列車の
本数が多い都市部をはじめ、予算が潤沢では
ない地方鉄道のニーズにも応えられると考えて
います」。

東急テクノシステム様は、2015年に開催され
た鉄道技術展で「踏切映像伝送システム」を出
展。その際、ブースに人だかりができるほど、鉄
道業界をはじめとした関係者の方が説明を聞き
に来られ、今後の普及へ向け手応えを感じられ
たそうです。

「タブレット端末を車載モニターとして使うとい
う発想は、当社が知る限りこれまでにないもの
ですから、興味を持っていただけたのだと思い
ます」。
「今回の試みで、運転士が職務中に多くの情
報を必要としていることを改めて実感しました。
元々、TOUGHPADは踏切の状況確認以外
の用途へ活用することも視野に入れていました
から、今後は東急電鉄をはじめ鉄道各社からヒ
アリングを実施し、各社のニーズに応えられるよ
うカスタマイズ対応にも平行して力を入れてい
きます。今回採用したFZ-M1はWindowsベー
スでシステム開発がしやすく、拡張性に優れて
いますから、TOUGHPADを活用して、今後さら
に日本の鉄道サービスの向上に貢献するシス
テムをご提供できると確信しています」。
また運転士の方からは、実用化前にもかかわら
ず、TOUGHPADを使って「駅ホームの映像な
どその他の場所についても映像が見たい」「イ
ンターネットに接続してリアルタイムで他の車両
や路線の運行状況を確認したい」など、すでに
多くの追加要望が寄せられています。
東急テクノシステム様ではそれらに加え、駅の
職員が持つモバイル端末との連動など、様々な
角度からシステムの拡張を検討されています。

採用機種：TOUGHPAD 7型 FZ-M1
用途：踏切映像伝送システム

高度なグラフィック処理能力で、
4画面同時表示や画面切り替えに
スムーズに対応。

駅ホームのカメラとの連動や、
運行状況の確認など
鉄道サービスの向上に貢献。

運転台にTOUGHPADを設置する際に必要な増設機器
は、主にこの２つのみでOK。
左：映像の受信機、右：Wifiアンテナ

このチラシに記載の内容は
事例取材当時のものです。

モバイルソリューションズ事業部
〒570-0021 大阪府守口市八雲東町1丁目10番12号

【法人向けPCご購入前相談窓口】
ご購入相談、デモ機お貸出し、カタログ請求、法人向け案件別対応など

ダイレクトマーケティングチーム
0120-878655

受付時間 9：30～17：30（土日、祝日、年末年始、お盆を除く）


